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【目的 】胎 児成 長 に 関す る 要因は 多 い 。 近 年，貧

血や血 液性 状 の 変化 も影響が大 き い とい わ れ て い

るが ， 統計的手法 に 問題 もあ り解釈が・一
定 し て い

ない
。

一
方 e 金属代謝に 関す る 諸因子 に は同時 に

細胞成長因子 とい える もの が少な くな い 。 こ の 成

長因子 の 変化 と い う観点か ら胎 児発育 と の 多元的

相関 を調べ る こ とを 目的 と し た 。 （方 法 ｝妊娠中

後期 HblO ．0〜11．9 で 鉄剤非投与例 （n ，…　23 ）を対

象 と した 。 妊娠40 週 0 日で 標準化 した 児体 重 推

定値 と出生 時で の 胎盤重量／児体奠 を 目的変数 に

とり， ト ラ ン ス フ ニ リ ソ （Tf ）血 清 フ ェ リチ ン

（Fr ）血 清鉄 （Fe ） セ ル ロ プ ラ ス ミ ソ （Gp ）、血

清銅 （Gu ）ヘモ グ ロ ビ ン （Hb ）ヘ マ ト ク リ ッ ト

（Ht ）等を説 明変数 とし て 重 回帰 分析や判別分析

を行な っ た 。 標準化 児体重 推定値 は 超音波計測で

の 各推定値か ら 3 点 推定 法 で （｝ompertz 曲線 に

回帰 し て 計算 し た 。 変数選択に は 赤池 の 情 報量 ，

W 孟lks の 浸統計 量 な どを 指標 とした 。 【成績 】重

回帰，判 別分析 とも 3 変数 モ デ ル が最適で あ っ た 。

各変数は寄与 の 検定か ら相 関 （偏相関係数 ）大き

い 順 に t 胎 盤児重量 比で は Fe（．648 ）Gp （．603 ）

Hb （．591 ）．児体重 では Fr （．517 ）Hb （．510 ）Tf

（．409 ）とな り，重 相 関係数は 0．804 と O．644 で

あ っ た 。 分散分析 よ り重回帰式や各回 帰係数は有

意 で ，多重共線性問題 な く回 帰診断 で も モ デ ル や

データ の 適切 さが証 明 され ， 判別分 析も有意で あ

っ た 。 匿結 論 】胎児や 胎盤 の 発育に 鉄 ・銅 代謝 に

関与す る諸因子が相関 し て い る こ と が わ か っ た 。

特に Tf ，Fr ，Gp などは金属代謝 とともに 細胞成

長 因子 と して の 性質も 同様に 重要で あ り．機序不

明 の 点 もあ るが児や胎盤 の 成長 に 大 きく関与 して

い る こ とが明 ら か とな っ た 。

〔鼠的〕妊娠に 伴 う母体 の 変化 や 胎 児発育に つ れ て

各種元 素 の 血中濃度も急速 に 変化す る 。 各種元素 の

血中濃度 と母児 の outcome との 関連 は 知 られて い な

い
。

そ こ で 今回，周 産 期 の 異常 を伴 っ た症例 の 母体

血 ，臍帯 血の 各種元 素濃度を測定 し， 検討 した 。

〔方法〕妊娠 36週 0 日 か ら42週 0 日の 114 分娩 を 対

象 とし，分娩時 に 母 体 及 び 臍帯静脈Mlを採取 し，灰

化 し 11nductively 　Coupled　Plasma　Emission

Spectrometer を 用 い て Fe・P・Ca・  ・Zn・Cu

元 素 の 濃度を測定 し た 。 周産期異常を Pregnancy

induced 　hypertension（PIH ，　n ＝10）・Oxytocin

使用｛列　（n ＝　32），fetal　distress（n ＝・．22），neonatal

hyperbilirubinemia（n ＝　lg），　neonata ！morbidity

（n ＝・15），fetal　 anomaly （n 　 ・IO），　I　UGR （n ＝16）

の 7 つ に 分類 し，そ れ ぞ れ の 各元素濃度 を対照群 と

比 較 した 。 〔成績〕  P 王H 群 の 臍帯血 ca濃度は低

下 して い た （46．O土 7．　l　vs 　50．0± 6，2，　p〈 O．05）。  Ox −

ytocin群 と fetal　 distress群 の 母体血 Cu 濃度は低

下 して い た （1．67± O．44vs　1．90±0、56，　p〈 0．05） （1．55

±二〇．24vs 　1，87士 0．56，　p＜0．OOI）。Q）Hyperbilirubine−

mia 群 の 臍帯 血 Ca 濃度は 低下 して い た （46．0± 7．1

vs 　50．0± 6．2，　p＜O．05）。  Morbidity群 の 臍帯ifn　Ca

と Zn 濃度は 低
一
ドして い た （46．2± 6．3 、’s　49、6土 6．1，

p ＜0．05）（1．83士 0，25vs　2，24± O．84， p＜0、　OO2）。  dn −

omaly 群 の 臍帯血 P ，　Mg ，　Zn ，　Cu の 濃度は 低下 して

い た （p＜0．Oel，　p＜ 0．OO1，　 pく0．Ol，　p＜：0．002）。  工U

GR 群 の 勝帯 tu　Ca と母 Ol：　tfu　Cu の 濃 度は低下 して い

デニ　（46．0± 7．Ovs 　49．5±：62，　p〈 O．05）（1，62士 0．18vs　1．84

± O．55，p〈 G，02）。 〔結論〕各元素 の 亘沖 濃度の 減少

と pregnancy σutcome に 密接 な 関連 が み と め られ ，

特 に Ca，　Cu，　Zn の 減少 と の 強 い 関連が 示 さ れ た。
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